
令和2年度　学校教育自己診断　【保護者用】

　令和２年度　学校教育自己診断【保護者用】　集計結果 （小数点以下四捨五入のため、合計が100％にならない項目があります）

（↑または↓：５％以上変化、↑↑または↓↓：10％以上変化）
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学校の授業参観や懇談会（学年/個人）学校行事に参加
したことがある。

21
学校は、子どものプライバシーや個人情報の取扱いに適
切に配慮している。

22
↑
↑

情報提供の手段として、学校のホームページやメール配
信サービスが活用されている。

23
個別の教育支援計画や個別の指導計画は、本人保護者
のニーズを踏まえて作成され、意義や内容について知る
機会が設定されている。

16 教職員はチームワークよく教育活動に取り組んでいる。

17
学校の施設・設備は適切に整備・点検されていて、学習
環境として満足できる。

18
学校は、進路情報や地域情報、その他の教育情報につ
いて、提供の努力をしている。

19
学校からは、地震や台風などの場合の対応について、家
庭に知らされている。

20

12
学校は、いじめについて子どもが困っていることがあれば
真剣に対応してくれる。

13
学校は、将来の進路や職業などについて適切な指導を
行っている。

14
学習活動に、大型テレビ、パソコン、タブレット等のICT機
器が活用されている。

15 給食の食材や献立は、配慮・工夫されている。

9
子どもの心身や障がいの状況について、学校に気軽に相
談でき、適切に応じてくれる。

10
学校は、子どもの発達段階や実態に応じて生命を大切に
する心や、社会ルールを守る態度を育てようとしている。

11
学校は、子どもの発達段階や実態に応じて環境、国際理
解、自分たちの暮らしなどについて学ぶ機会を作ってい
る。

8
学校は、家庭との意思疎通を適切に行い、子どもの学校
生活の様子を懇談や連絡帳、プリント、電話などによっ
て、知ることができる。

1 子どもは楽しく学校に通っている。

2 学校は、子どもの障がいについてよく理解している。

3
学校は、教育方針をわかりやすく伝え、保護者のニーズ
を踏まえた教育活動に取り組んでいる。

4
教職員は学校目標の「笑顔きらめく元気な学校」「君の得
意を見つけ伸ばそういいところ」「つながる心つなげよう未
来へ」に基づいた教育活動に取り組んでいる。

5
学校は子どもの人権を大切にした安心・安全な教育活動
を行っている。

6
↑
↑

授業は子どもたちが楽しくわかりやすいように工夫されて
いる。
（子どもは、授業が楽しくわかりやすいと言っている）

7 子どもの学習状況や努力が適切に評価されている。
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